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第 　   号52

主
な
内
容

平成 28 年度決算認定
平成 29 年度一般会計補正予算（第２号）を修正可決

こんにちは志摩びとさん
一般質問「市政のここを聞く！」

2
5
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22

志摩国分寺本堂（阿児町国府 3476 番地）

　正面軒は唐
から

破
は

風
ふ

造
づくり

、繁
しげ

重
だる

木
き

組、斗
ときょう

拱は二
ふ た て さ き

手先組様式。10 世義純和尚が天保８年（1837）から７年間
の歳月と 1161 両の工費をかけ建立したといわれている。現在も毎年 5 月８日の縁日には近隣の善男善
女が参詣し、賑わいを見せる。なお志摩国分寺跡と本尊の木造薬師如来像は県指定文化財である。

（参考：阿児町史）

市指定文化財
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志摩の文化財④



一般会計 歳入

一般会計 歳出 ( 目的別 ) 歳出（性質別）

市民１人あたり　約 52万円、
特別会計含めると約 83万円使いました。
うち借金返済には約 9万円（H29.3.31 現在 人口 51,872 人）

分担金及び負担金
1億 6520万円

市税
57億 4100万円

市税
57億 4100万円

歳入合計
277億 1391万円

37.2%

62.8%

自主
　財源

依存
財源

使用料及び手数料
3億 5504万円

総務費
49億 2745万円

総務費
49億 2745万円

民生費
79億 978万円

民生費
79億 978万円

衛生費
26億 5035万円

衛生費
26億 5035万円

農林水産業費
3億 9026万円

商工費
4億 2445万円

土木費
13億 5077万円

消防費
12億 8354万円

教育費
31億 5972万円

教育費
31億 5972万円

災害復旧費
1141万円

公債費
45億 788万円

公債費
45億 788万円

議会費　
2億 556万円

地方譲与税
1億 7253万円

各交付金
9億 9421万円

国庫支出金
28億 2459万円
国庫支出金

28億 2459万円

県支出金
11億 3740万円
県支出金

11億 3740万円

市債
22億 6770万円

市債
22億 6770万円

財産収入 2695 万円
寄附金 7 億 8884万円

繰入金 15億 1315万円

繰越金 11億 3512万円

諸収入 5億 8525万円地方交付税
100億 694万円
地方交付税

100億 694万円

災害復旧費
1141万円

人件費　
42億 4845万円
人件費　

42億 4845万円

扶助費
38億 7450万円

扶助費
38億 7450万円義務的

経費
47.0％

その他経費
45.2％

投資的
経費
  7.8％

投資的
経費
  7.8％

公債費
45億 788万円

公債費
45億 788万円

物件費
30億 9382万円

物件費
30億 9382万円

維持補修費
1億 8296万円

補助費等
39億 3801万円
補助費等

39億 3801万円

積立金
22億 972万円

積立金
22億 972万円

繰出金
26億 8247万円

繰出金
26億 8247万円

普通建設事業費
20億 7198万円

歳出合計
268億 2117万円

※数値は端末調整してあるため、
　合計が相違する場合があります。

歳
入

　

歳
入
決
算
額
は
２
７
７
億
１
３
９
１
万
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
７
億
８
２
７
８
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
主
財
源
が
２
億
３
６
１
９
万
円
増
加
し

た
一
方
、
依
存
財
源
で
あ
る
市
債
が
10
億
８
０
０
万

円
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
予
算
規
模
が

縮
小
し
た
と
の
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
自
主
財
源
の

割
合
が
わ
ず
か
な
が
ら
も
増
加
し
、
将
来
の
返
済
を

伴
う
起
債
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

歳
出

　

歳
出
決
算
額
は
２
６
８
億
２
１
１
７
万
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
５
億
４
０
４
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

款
別
で
は
、
消
防
費
が
前
年
度
よ
り
10
億
５
４
１
５

万
円
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
に
消
防
本
部

庁
舎
が
完
成
し
た
た
め
で
、
志
摩
広
域
消
防
組
合
負

担
金
の
庁
舎
等
整
備
分
が
減
額
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

一
方
、
教
育
費
は
７
億
８
３
５
９
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
阿
児
町
東
部
地
区
小
学
校
建
設
事

業
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
の
実
施
に
よ
る
も
の
で
、
平

成
21
年
度
に
立
て
ら
れ
た
小
中
学
校
再
編
基
本
計
画

が
平
成
29
年
度
で
概
ね
終
了
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
に
よ
り
、
長
期
間
に
わ
た
る
安
定
的
行
政
運
営
の

基
が
完
成
に
近
づ
い
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
議
会

第
３
回 
定
例
会

　
９
月
定
例
会
を
８
月
31
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
27
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
決
算
の
全
会
計
を
認
定
し
、
一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
熱
弁
を
振
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
対
し
、
食
の
サ
ミ
ッ
ト

開
催
事
業
費
と
教
育
研
究
所
整
備
事
業
費
の
一
部
を
削
除
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
修
正
案
お
よ
び
修
正
案
を
除
く
原

案
と
も
に
可
決
し
、
修
正
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
本
議
会
に
お
い
て
も
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教育費が　　約８億円の増加
前年度より

 

 

基金（貯金）と地方債（借金）の状況
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一
般
会
計
の
特
徴

○
財
政
調
整
基
金

　

�　

市
の
財
政
状
況
に
余
裕
の
あ
る

年
に
積
み
立
て
、
不
足
す
る
年
に

取
り
崩
す
こ
と
で
財
源
を
調
整
し
、

計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め

の
基
金
（
貯
金
）
の
こ
と
で
す
。

○
減
債
基
金

　

�　

地
方
債
（
借
金
）
の
計
画
的
な

償
還
（
返
済
）
に
使
う
基
金
（
貯
金
）

の
こ
と
で
す
。

○
合
併
特
例
債

　

�　

合
併
し
た
市
町
村
が
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
行
う
事
業
な
ど
の
財

源
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
地
方
債
（
借
金
）
の
こ
と
で
す
。

○
臨
時
財
政
対
策
債

　

�　

国
が
地
方
に
交
付
す
る
普
通
交

付
金
の
不
足
分
を
補
う
た
め
、
借

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
債

（
借
金
）
の
こ
と
で
す
。

用
語
解
説

しまし議会だより　第52号 2



一般会計 歳入

一般会計 歳出 ( 目的別 ) 歳出（性質別）

市民１人あたり　約 52万円、
特別会計含めると約 83万円使いました。
うち借金返済には約 9万円（H29.3.31 現在 人口 51,872 人）

分担金及び負担金
1億 6520万円

市税
57億 4100万円

市税
57億 4100万円

歳入合計
277億 1391万円

37.2%

62.8%

自主
　財源

依存
財源

使用料及び手数料
3億 5504万円

総務費
49億 2745万円

総務費
49億 2745万円

民生費
79億 978万円

民生費
79億 978万円

衛生費
26億 5035万円

衛生費
26億 5035万円

農林水産業費
3億 9026万円

商工費
4億 2445万円

土木費
13億 5077万円

消防費
12億 8354万円

教育費
31億 5972万円

教育費
31億 5972万円

災害復旧費
1141万円

公債費
45億 788万円

公債費
45億 788万円

議会費　
2億 556万円

地方譲与税
1億 7253万円

各交付金
9億 9421万円

国庫支出金
28億 2459万円
国庫支出金

28億 2459万円

県支出金
11億 3740万円
県支出金

11億 3740万円

市債
22億 6770万円

市債
22億 6770万円

財産収入 2695 万円
寄附金 7 億 8884万円

繰入金 15億 1315万円

繰越金 11億 3512万円

諸収入 5億 8525万円地方交付税
100億 694万円
地方交付税

100億 694万円

災害復旧費
1141万円

人件費　
42億 4845万円
人件費　

42億 4845万円

扶助費
38億 7450万円

扶助費
38億 7450万円義務的

経費
47.0％

その他経費
45.2％

投資的
経費
  7.8％

投資的
経費
  7.8％

公債費
45億 788万円

公債費
45億 788万円

物件費
30億 9382万円

物件費
30億 9382万円

維持補修費
1億 8296万円

補助費等
39億 3801万円
補助費等

39億 3801万円

積立金
22億 972万円

積立金
22億 972万円

繰出金
26億 8247万円

繰出金
26億 8247万円

普通建設事業費
20億 7198万円

歳出合計
268億 2117万円

※数値は端末調整してあるため、
　合計が相違する場合があります。

一般会計歳出平成 28 年度
全会計決算 

○市税内訳○
　市民税 21 億  834 万円
　固定資産税 29 億  893 万円
　軽自動車税 1 億 8001 万円
　市たばこ税 4 億  646 万円
　特別土地保有税  90 万円
　入湯税 1 億 3636 万円

教育費が　　約８億円の増加

しまし議会だより　第52号3



会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 一般会計繰入額

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 83 億 3275 万円 78 億 3996 万円 4 億 9291 万円
後 期 高 齢 者 医 療 13 億 4563 万円 13 億 3256 万円 8 億 7337 万円
介 護 保 険 66 億 7888 万円 65 億 4943 万円 9 億 6421 万円
下 水 道 事 業 5 億 929 万円 4 億 7582 万円 3 億 5198 万円
住宅新築資金等貸付事業 1460 万円 947 万円 ー

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 18 億 8139 万円 23 億 7991 万円 1354 万円
収 益 的 18 億 1860 万円 14 億 6918 万円 1246 万円
資 本 的 6279 万円 9 億 1073 万円 108 万円

国民健康保険病院事業会計 12 億 8198 万円 12 億 6594 万円 5 億 9205 万円
収 益 的 11 億 4757 万円 11 億 3153 万円 4 億 5835 万円
資 本 的 1 億 3442 万円 1 億 3441 万円 1 億 3370 万円

　

平
成
28
年
度
の
総
収
益
は

約
11
億
４
６
０
０
万
円
、
総

費
用
は
約
11
億
２
９
０
０
万

円
で
、
当
年
度
純
利
益
は
約

１
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
医
業
収
益
か

ら
医
業
費
用
を
差
し
引
い
た

医
業
収
支
は
約
５
億
３
８
０

０
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
約
１
億

３
１
０
０
万
円
の
改
善
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
高
水
準
の
損
失
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

が
な
け
れ
ば
病
院
事
業
運
営

は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

医
業
収
益
の
増
加
は
、
入

院
患
者
が
増
加
し
た
こ
と
で

入
院
収
益
が
前
年
度
よ
り
増

加
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
業
費
用
で
は
、
医
師
の
若

返
り
と
常
勤
医
の
減
少
に
よ

り
給
与
費
が
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。
危
機
感
を
持
っ

た
担
当
部
署
の
努
力
が
決
算

に
現
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
市
民
病
院
の
常
勤
医
師
は

１
名
で
医
師
・
看
護
師
不
足

が
依
然
と
し
て
重
い
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
５
月
に
平
成
32
年
度

を
目
標
年
次
と
す
る
「
新
改

革
プ
ラ
ン
」
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

経
営
改
善
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

前
年
度
約
７
億
円
か
ら

今
年
度
は
約
６
億
円
に
減
少

病院事業会計

　

平
成
23
年
度
に
三
重
県
か

ら
資
産
譲
渡
を
受
け
、
浄
水

の
製
造
か
ら
給
水
ま
で
事
業

が
一
元
化
さ
れ
ま
し
た
。
経

営
効
率
が
大
き
く
改
善
さ
れ

た
こ
と
で
、
水
道
事
業
は
黒

字
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
当
年

度
純
利
益
が
前
年
度
の
12
・

８
％
増
と
な
る
３
億
１
３
０

４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
給
水
収
益
の
増
加
と

営
業
費
用
の
減
少
に
よ
る
も

の
で
、
給
水
収
益
の
増
加
は
、

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に

よ
る
水
道
使
用
量
の
増
加
が

主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
営
業
費
用
の
減
少
は

不
能
欠
損
処
理
に
充
当
し
た

貸
倒
引
当
金
の
減
少
が
主
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
地
域
住
民
の

生
命
に
直
結
す
る
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
た
め
、

安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供

給
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
行

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
効
果
で

給
水
収
益
が
増
加

水道事業会計

平成 28年度特別会計・企業会計の決算額

※数値は端末調整してあるため、合計が相違する場合があります。

企業会計
の

特 徴

わ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

短
期
的
な
利
益
を
前
提
と
し

た
過
度
な
投
資
を
行
う
こ
と

は
厳
に
慎
み
、
計
画
的
に
施

設
更
新
を
行
う
こ
と
が
最
も

重
要
と
な
り
ま
す
。　

しまし議会だより　第52号 4



　

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

で
は
、
付
託
さ
れ
た
一
般
会

計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業

会
計
の
平
成
29
年
度
補
正
予

算
と
平
成
28
年
度
決
算
を
３

日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し

た
。

　

そ
の
う
ち
、
議
案
第
51
号

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
坂

口
洋
委
員
が
食
の
サ
ミ
ッ
ト

開
催
事
業
費
５
１
０
万
円
と

教
育
研
究
所
整
備
事
業
費

70
万
２
０
０
０
円
の
う
ち

67
万
９
０
０
０
円
の
削
除
を

求
め
る
修
正
案
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

坂
口
委
員
は
「
食
の
サ

ミ
ッ
ト
開
催
事
業
費
に
つ
い

て
は
、
事
業
開
催
の
目
的
と

効
果
の
説
明
が
不
十
分
で
あ

り
、
１
日
限
り
の
イ
ベ
ン
ト

に
５
１
０
万
円
も
の
費
用
を

か
け
る
こ
と
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。
教

育
研
究
所
整
備
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
教
育
研
究

所
設
置
に
か
か
る
構
想
が
出

さ
れ
た
が
一
度
白
紙
に
戻
っ

た
過
去
が
あ
る
。
こ
れ
を
再

度
変
更
す
る
な
ら
ば
説
得
力

あ
る
説
明
が
必
要
だ
が
、
明

確
な
説
明
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
教
育
研
究
所
の
設
置
の

是
非
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て

い
る
中
、
研
究
所
が
入
る
建

物
に
係
る
予
算
を
先
に
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と

訴
え
、
委
員
会
で
は
修
正
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

修
正
案
を
除
く
原
案
に
つ

い
て
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
、
議
案
第
51
号
は
修
正
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
に
お
い
て

も
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平成 29年度
一般会計補正予算（第２号）を修正可決

〝食のサミット開催事業５１０万円〟
〝教育研究所整備事業６８万円〟を削除

予
算
・
決
算
特
別

委
員
会
で
審
査

主な
一般会計補正予算
の内容

補 正 額

予算総額

１億３６４６万円

２７９億８２４９万円

平成 29 年度　一般会計補正予算（第２号）

創造の森横山（休憩所）

修正前

１億３０６８万円

２７９億７６７１万円

修正後

ふるさと応援寄附金事業
【775 万円】

　ふるさと納税のポータル
サイトに新たに「楽天」を
追加し志摩市のＰＲに努め
ます。

御
み け つ く に

食国海外展開事業
【147 万円】

　「御食国」である福井県・
兵庫県・志摩市が連携し、
香港・シンガポールで「御
食国フェア」を開催する
飲食店を募集し、賛同した
飲食店を対象に講習会を開
き、飲食店で考案された「御
食国メニュー」を提供する
「御食国フェア」を実施し
ます。

創造の森横山整備事業
【1718 千円】

　伊勢志摩国立公園ステッ
プアッププログラム 2020
でビューポイントのひとつ
に選定された横山園地にお
いて、創造の森横山の駐車
場・園路・休憩所などの整
備をするために測量・地質
調査・設計を行います。　
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9 月
議会 議案の審議結果一覧
●全会一致で議決した議案等 ※紙面の都合上、議案名が省略され、正式名でないことがあります。

区分 議案番号 議　案　名 議決結果 委員会付託 審査結果

条
例
改
正

議案第 45号
個人情報保護条例の一部改正

可決 総務政策
常任委員会 可決

議案説明 行政機関個人情報保護法の改正に伴う条例一部改正

議案第 46号
国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部改正

可決 教育厚生
常任委員会 可決

議案説明 市立国民健康保険浜島診療所の常勤医師の赴任に伴い、診療科目（小児
科）の追加を行うための条例一部改正	

議案第 47号
市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正

可決 産業建設
常任委員会 可決

議案説明 土地改良法等の一部を改正する法律の施行に伴う条例一部改正	

議案第 48号
都市公園条例の一部改正	 	

可決 産業建設
常任委員会 可決

議案説明 都市緑地法等の一部改正に伴う条例一部改正

議案第 49号
心身障害者（児）福祉給付金支給条例の全部改正

可決 教育厚生
常任委員会 可決

議案説明 給付金の受給対象者や給付金額を拡充するための条例全部改正

議案第 50号

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正	 	

可決 教育厚生
常任委員会 可決

議案説明
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部
改正、及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進
に関する法律の一部改正に伴う条例一部改正

予
算

議案第 52号 平成 29年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 予算・決算
特別委員会 可決

議案第 54号 平成 29年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 予算・決算
特別委員会 可決

議案第 55号 平成 29年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号） 可決 予算・決算
特別委員会 可決

そ
の
他

諮問第  ４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること	 	 適任 なし ―

議案第 57号
市道路線の認定	 	

可決 産業建設
常任委員会 可決

議案説明 磯部町的矢地内の市道路線、的矢中央本線の認定

議案第 58号
あらたに生じた土地の確認	 	

可決 総務政策
常任委員会 可決

議案説明 公有水面埋立てにより、あらたに生じた大王町船越の土地の確認

議案第 59号
字の区域の変更	 	

可決 総務政策
常任委員会 可決

議案説明 あらたに生じた土地をそれぞれ隣接する字に編入するもの

決
算

認定第  １号 平成 28年度一般会計歳入歳出決算認定 認定 予算・決算
特別委員会 認定

認定第  ２号 平成 28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 予算・決算
特別委員会 認定

認定第  ４号 平成 28年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 予算・決算
特別委員会 認定

発
議
発議第  ５号 市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正 可決 なし ―

発議第  ６号「道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続」を求める意見書（案） 可決 なし ―
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●賛否が分かれた議案等

●議員の賛否一覧
議員名

議案番号

橋
爪
　
政
吉

中
村
　
孝
司

渡
辺
友
里
夏

上
村
　
秀
行

金
子
　
研
世

大
西
　
美
幸

中
村
　
和
晃

福
田
　
和
義

井
上
　
裕
允

野
名
　
澄
代

谷
口
　
　
覚

山
下
　
　
弘

濵
口
三
代
和

山
際
　
　
優

小
河
　
光
昭

坂
口
　
　
洋

上
村
　
繁
子

森
　
　
　
昶

畑
　
美
津
子

賛
　
成

反
　
対

議案第 51号
修正案※ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 16 2
修正案を
除く原案 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × 16 2

議案第 53号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ 17 1
議案第 56号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 17 1
認定第  ３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ 17 1
認定第  ５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 17 1
認定第  ６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ 17 1
認定第  ７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × 17 1
請願第  ２号 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 12 6
請願第  ３号 × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 11 7
請願第  ４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 17 1
請願第  ５号 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 12 6
発議第  ７号 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 12 6
発議第  ８号 × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 11 7
発議第  ９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 17 1
発議第 10号 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ 12 6
同意第 17号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 16 1

西﨑議長は表決に加わりません。　【○：賛成   ×：反対   欠：欠席　ー：棄権】

区分 議案番号 議　案　名 議決結果 委員会付託 審査結果

予
算

議案第 51号 平成 29年度一般会計補正予算（第２号） 修正
可決

予算・決算
特別委員会

修正
可決

議案第 53号 平成 29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 予算・決算
特別委員会 可決

決
算

議案第 56号 平成 28年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 可決
及び認定

予算・決算
特別委員会

可決
及び認定

認定第  ３号 平成 28年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認定 予算・決算
特別委員会 認定

認定第  ５号 平成 28年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 予算・決算
特別委員会 認定

認定第  ６号 平成 28年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 予算・決算
特別委員会 認定

認定第  ７号 平成 28年度国民健康保険病院事業会計決算認定 認定 予算・決算
特別委員会 認定

請
願

請願第  ２号「義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実」を求める請願書 採択 なし ―

請願第  ３号「教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充」を求める請願書 採択 なし ―

請願第  ４号「防災対策の充実」を求める請願書 採択 なし ―

請願第  ５号「子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充」を求める請願書 採択 なし ―

発
議

発議第  ７号「義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実」を求める意見書（案） 可決 なし ―

発議第  ８号「教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充」を求める意見書（案） 可決 なし ―

発議第  ９号「防災対策の充実」を求める意見書（案） 可決 なし ―

発議第 10号「子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充」を求める意見書（案） 可決 なし ―
そ
の
他 同意第 17号 副市長の選任                                               ※人事は 10ページ 同意 なし ―

※修正案…詳細は５ページを参照
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反
対
（
濵
口
議
員
）

　

昨
年
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
で
各
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
志
摩
の
食
は
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
海
女
サ
ミ
ッ

ト
が
あ
る
よ
う
に
真
珠
サ

ミ
ッ
ト
や
志
摩
の
食
の
サ

ミ
ッ
ト
は
す
る
べ
き
で
す
。

　

ポ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
事
業
と

し
て
も
食
の
サ
ミ
ッ
ト
は
す

る
べ
き
と
考
え
、
食
の
サ

ミ
ッ
ト
開
催
事
業
を
削
除
す

る
修
正
案
に
は
反
対
し
ま
す
。

反
対
（
山
際
議
員
）

　

下
水
処
理
水
の
排
水
は
、

リ
ン
を
除
去
し
て
放
流
す
る

た
め
薬
品
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
国
の

海
域
で
の
リ
ン
の
基
準
値
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
と
の
答
弁

で
す
が
、
リ
ン
を
除
去
し
な

か
っ
た
場
合
に
基
準
値
を
超

え
る
か
ど
う
か
の
調
査
も
せ

ず
薬
品
の
購
入
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
下
水
道
処
理
施

設
の
建
設
が
行
わ
れ
た
当
時

は
、
真
珠
養
殖
漁
業
者
が
現

在
の
４
倍
か
ら
５
倍
程
度
操

業
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
当
時
は
赤
潮
が
た

び
た
び
発
生
し
、
そ
の
理
由

と
し
て
海
の
富
栄
養
化
が
原

因
で
は
な
い
か
と
の
声
が
あ

り
、
そ
の
た
め
リ
ン
を
除
去

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
で
は
赤
潮

の
発
生
も
少
な
く
、
の
り
の

養
殖
で
の
色
落
ち
や
枯
れ
て

し
ま
う
な
ど
の
現
象
が
発
生

し
、
漁
業
者
の
間
で
は
海
域

で
の
貧
栄
養
が
影
響
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
現
実
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
海
域
の
リ

ン
の
影
響
調
査
も
せ
ず
リ
ン

の
除
去
を
続
け
る
こ
と
は
、

豊
か
な
海
を
標
榜
す
る
里
海

創
生
に
逆
行
す
る
こ
と
で
あ

り
、
認
定
に
反
対
し
ま
す
。

反
対
（
金
子
議
員
）

 

本
請
願
の
要
旨
で
あ
る
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

存
続
が
、
円
滑
な
義
務
教
育

の
推
進
に
寄
与
し
、
教
育
に

対
す
る
安
心
感
を
与
え
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
は
私

自
身
、
十
分
に
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
円
滑
な
義
務
教

育
制
度
の
推
進
と
、
安
定
し

た
義
務
教
育
の
場
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
は
、

請
願
者
や
紹
介
議
員
の
思
い

と
は
同
じ
で
す
が
、
義
務
教

育
費
の
更
な
る
国
庫
負
担
を

求
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
、

地
方
分
権
の
流
れ
と
の
整
合

性
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
そ

し
て
真
の
地
方
行
政
の
実
態

を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
２
点
か
ら
、
私
は

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
存
続
と
更
な
る
充
実
」

を
求
め
る
請
願
書
に
は
反
対

し
ま
す
。

反
対
（
金
子
議
員
）

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
未
来

を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
達
に
、

よ
り
良
い
教
育
を
受
け
て
も

ら
い
、
子
ど
も
達
を
育
て
て

い
く
、
そ
の
た
め
の
教
育
予

算
の
拡
充
に
は
私
も
反
対
の

立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
回
の
請
願
の

要
旨
は
小
人
数
学
級
の
制
度

化
を
求
め
、
そ
の
制
度
化
を

も
と
に
し
た
教
職
員
の
定
数

改
善
計
画
を
利
用
し
た
教
育

予
算
の
拡
充
で
あ
る
と
私
は

認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
定
数
改
善
計
画
な

ど
と
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
少
子
高
齢

化
が
進
む
時
代
背
景
の
中
、

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移

を
考
え
れ
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
の
平
均
値
に
近
づ
く
こ

と
は
誰
が
考
え
て
も
明
白
で

す
。
こ
の
点
を
鑑
み
て
も
、

本
請
願
の
要
旨
に
お
け
る
教

職
員
定
数
改
善
計
画
を
利
用

し
た
教
育
予
算
の
拡
充
が
い

か
に
浅
は
か
で
、
誤
っ
た
主

張
で
あ
る
の
か
が
わ
か
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
「
教
職
員

定
数
改
善
計
画
の
策
定
・
実

施
と
教
育
予
算
拡
充
」
を
求

め
る
請
願
書
に
は
反
対
し
ま

す
。

反
対
（
金
子
議
員
）

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て
は
、
本
請
願
書
の
請

願
の
理
由
に
記
載
の
通
り
、

２
０
１
４
年
８
月
に
定
め
ら

れ
た
「
子
供
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
大
綱
」
に
基
づ
き
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と

私
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
た
に
「
子
供

の
貧
困
対
策
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
既
に
政

府
与
党
は
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
着
手

さ
れ
て
い
る
も
の
と
も
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
国
の
関
係
機
関
に
意

見
書
を
提
出
す
る
な
ど
時
期

尚
早
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
と
就
学
・
修
学
支
援
に
関

わ
る
制
度
の
拡
充
」
を
求
め

る
請
願
書
に
は
反
対
し
ま
す
。

本
会
議
で
の
討
論

※
討
論
内
容
は
要
約
の
た
め
、
全
文
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
３
回
定
例
会
の
会
議
録
は
、
12
月
ご
ろ
公
開
予
定
で
す
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
修
正
案

に
対
す
る
討
論

平
成
28
年
度
志
摩
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
対
す
る
討
論

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
存
続
と
更
な
る
充
実
を
求

め
る
請
願
に
対
す
る
討
論

教
職
員
定
数
改
善
計
画

の
策
定
・
実
施
と
教
育

予
算
拡
充
を
求
め
る

請
願
に
対
す
る
討
論

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
と
就
学
・
修
学
支
援
に

関
わ
る
制
度
の
拡
充
を
求

め
る
請
願
に
対
す
る
討
論
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議
案
第
58
号

問　

公
有
水
面
埋
立
法
に
定

め
ら
れ
た
手
続
き
は
取
ら
れ

て
い
ま
す
か
。
登
記
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

県
が
工
事
の
中
で
構
造

物
を
作
る
考
え
で
、
埋
め
立

て
と
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
公
有
水
面
埋
立
申
請

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
竣
工

認
可
の
手
続
き
は
取
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
本
来
な
ら
ば
法

に
基
づ
き
原
状
回
復
命
令
が

出
ま
す
が
、
現
場
は
漁
民
の

物
揚
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
た
め
、
県
が
国
に
現
状

回
復
義
務
の
免
除
を
申
請
し

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
管
理
は

県
が
行
い
、
所
有
権
登
記
は

国
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

問　

県
が
管
理
す
る
漁
港
で

他
に
も
同
様
の
案
件
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答　

１
件
把
握
し
て
い
ま
す
。

他
も
確
認
し
、
早
く
手
続
き

す
る
よ
う
県
に
申
し
入
れ
を

し
ま
す
。

議
案
第
46
号

問　

夜
間
や
休
日
な
ど
緊
急

時
の
対
応
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。

答　

時
間
外
は
電
話
が
医
師

の
携
帯
電
話
に
転
送
さ
れ
る

た
め
、
必
要
・
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。

問　

あ
ま
り
医
師
を
縛
っ
て

し
ま
う
と
、
疲
弊
し
た
状
況

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

休
日
・
夜
間
の
対
応
策
を
ど

う
考
え
ま
す
か
。

答　

志
摩
市
休
日
夜
間
応
急

診
療
所
と
共
同
で
対
応
し
ま

す
。
医
師
に
と
っ
て
過
度
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま

た
患
者
さ
ん
の
コ
ン
ビ
ニ
受

診
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
医

療
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

問　

カ
バ
ー
エ
リ
ア
は
ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

市
民
へ
の
告
知
は
ど
う
し
ま

す
か
。

答　

基
本
的
に
は
浜
島
町
エ

リ
ア
を
対
象
に
し
て
い
ま
す

が
、
他
地
区
の
人
の
診
察
を

断
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
報
な
ど
で
小
児
科
を
診
療

科
目
に
追
加
す
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
49
号

問　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
い

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

支
給
額
が
増
え
る
こ
と
で
他

の
事
業
へ
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答　

対
象
範
囲
や
給
付
金
額

が
広
が
る
こ
と
で
財
政
負
担

は
増
え
ま
す
が
、
他
の
歳
出

を
抑
え
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

ど
の
程
度
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
か
。

答　

財
政
的
に
は
年
間
約

７
３
０
万
円
の
増
加
に
な
り

ま
す
。
対
象
者
は
障
が
い
者

全
体
の
約
６
割
に
広
が
り
、

１
０
０
０
名
程
度
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
案
第
47
号

問　

法
改
正
後
に
土
地
改
良

事
業
を
行
っ
た
場
合
、
農
業

者
の
費
用
負
担
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

答　

国
営
の
土
地
改
良
事
業

で
は
、
農
業
者
の
費
用
負
担

は
原
則
な
し
に
な
り
ま
す
。

県
営
や
市
営
の
場
合
は
、
同

意
の
う
え
で
費
用
負
担
は
求

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
災

害
発
生
時
な
ど
は
同
意
な
し

で
事
業
を
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
、
今
回
の
改

正
点
に
な
り
ま
す
。

議
案
第
48
号

問　

阿
児
ア
リ
ー
ナ
横
の
公

園
に
コ
ン
ビ
ニ
を
設
置
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

答　

法
改
正
に
よ
り
、
今
都

会
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
保

育
所
等
の
設
置
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
収
益
を

上
げ
る
と
い
う
意
味
で
、
カ

フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
置

も
で
き
ま
す
。
公
募
を
行
っ

た
う
え
で
設
置
が
適
切
か
判

断
し
ま
す
。
阿
児
文
化
公
園

へ
の
コ
ン
ビ
ニ
設
置
は
、
市

場
の
情
勢
や
公
共
性
な
ど
の

観
点
で
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

問　

公
募
を
行
う
都
市
公
園

の
候
補
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

阿
児
文
化
公
園
や
お
り

き
の
松
公
園
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
す
ぐ
に
公
募
を

す
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

阿児文化公園

総
務
政
策
　
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

教
育
厚
生
　
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

産
業
建
設
　
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

公
有
水
面
埋
立
て
に
よ
り

生
じ
た
土
地
の
確
認

浜
島
診
療
所
の
診
療
科
目

に
小
児
科
を
追
加

心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉

給
付
金
支
給
事
業
を
拡
充

た
め
池
等
の

耐
震
化
事
業
に
係
る

新
た
な
仕
組
み
の
創
設

民
間
の
知
恵
や
活
力
を
生
か
し

た
都
市
公
園
の
活
用
が
可
能
に

常任委員会の審査から
―　各委員会に付託された案件について審査しました。ここでは主な質疑を掲載します。　―
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平
成
29
年
７
月
21
日
付
け

で
、
上
村
秀
行
議
員
お
よ
び

野
名
澄
代
議
員
か
ら
、
谷
口

覚
議
員
お
よ
び
渡
辺
友
里
夏

議
員
に
係
る
次
の
言
動
が
政

治
倫
理
基
準
第
３
条
第
１
号

「
品
位
と
名
誉
を
害
す
る
よ

う
な
一
切
の
行
為
、
ま
た
社

会
規
範
に
反
す
る
よ
う
な
一

切
の
行
為
を
慎
み
、
そ
の
職

務
に
関
し
、
不
正
の
疑
惑
を

も
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
を
し
な
い
こ
と
」
に
違
反

す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、

議
長
に
審
査
請
求
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
開
催
の
熊
野
大

花
火
大
会
に
議
長
（
当
時
）

と
し
て
招
待
さ
れ
出
席
し
た

前
谷
口
議
長
の
公
用
車
の
不

適
切
な
使
用
に
つ
い
て
。
公

務
旅
行
命
令
（
伺
）
票
に
は
、

前
谷
口
議
長
と
前
議
会
事
務

局
長
の
２
名
の
記
載
し
か
な

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
渡

辺
議
員
が
公
用
車
に
同
乗
し

て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
。

こ
の
行
為
は
政
治
倫
理
基
準

第
３
条
第
１
号
に
違
反
す
る

疑
い
が
あ
る
。

　

７
月
24
日
、
議
長
は
規
定

に
基
づ
き
７
人
の
委
員
で
構

成
さ
れ
る
政
治
倫
理
審
査
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後

８
月
３
日
か
ら
９
月
１
日
ま

で
３
回
に
わ
た
り
審
査
会
を

開
催
し
、
審
査
請
求
者
、
審

査
対
象
議
員
、
関
係
者
へ
の

説
明
・
意
見
聴
取
を
行
い
、

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

○�
公
用
車
の
使
用
基
準
が
明

確
に
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、

前
谷
口
議
長
は
渡
辺
議
員

の
公
用
車
へ
の
同
乗
に
つ

い
て
前
議
会
事
務
局
長
に

確
認
し
了
承
を
得
て
お
り
、

前
谷
口
議
長
の
職
権
乱
用

と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

○�

公
用
車
の
使
用
に
つ
い

て
は
様
々
な
事
例
が
あ
り
、

公
務
で
な
い
こ
と
の
み
を

理
由
と
し
て
公
用
車
に
同

乗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
結
論
付
け
る
よ
う
な
明

確
な
根
拠
が
な
い
。

○�

渡
辺
議
員
は
熊
野
市
議

会
議
員
か
ら
の
招
待
で
熊

野
を
訪
問
し
た
。
こ
れ
は

正
式
な
公
務
で
は
な
い
が
、

議
員
間
交
流
で
あ
り
公
益

性
が
高
い
行
動
と
推
測
で

き
る
。

○�

会
場
周
辺
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
限
ら
れ
て
い
る
中
、

目
的
地
が
同
じ
だ
っ
た
た

め
乗
り
合
わ
せ
で
行
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
目
的
と

結
果
を
不
当
と
判
断
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

○�

議
員
間
交
流
の
一
環
と
し

て
公
用
車
を
使
用
す
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ

て
い
た
。
仮
に
実
態
に
即

し
た
使
用
基
準
が
定
め
ら

れ
て
い
る
と
す
る
と
、
今

回
の
案
件
は
了
承
さ
れ
る

可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
公
務

外
の
者
が
同
乗
し
た
と
い
う

行
為
の
み
で
、
前
谷
口
議
長

お
よ
び
渡
辺
議
員
が
直
ち
に

政
治
倫
理
基
準
の
規
定
に
反

す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
ま
で

は
言
え
な
い
と
判
断
し
ま
し

政治倫理基準に違反しているとまで
はいえないと判断
公人として人に疑われるような行動
は常に慎むべきと指摘

　
人
権
擁
護
委
員
を
推

薦
す
る
に
あ
た
り
諮
問

さ
れ
、
次
の
方
を
適
任

と
し
ま
し
た
。※

敬
称
略

●
人
権
擁
護
委
員

　
上う
え
の野

　
芳よ
し
き樹

　
副
市
長
に
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

※
敬
称
略

●
副
市
長

　
小こ

や
ま山
﨑ざ
き

　
幸さ
ち
お夫

　

人
　
事

た
。
し
か
し
、
公
選
に
よ
り

選
ば
れ
た
議
員
は
公
人
で
あ

る
の
で
、
人
に
疑
わ
れ
る
よ

う
な
行
動
は
常
に
慎
む
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
審
査

会
と
し
て
指
摘
し
、
９
月
１

日
議
長
に
審
査
結
果
報
告
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

政治倫理
審 査 会
報 告
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「救急医療情報キット
　『命のバトン』事業の取り組みに

関する提言書」を市長に提出

　議員提出議案として５件の意見書を審議し、可決しました。可決した意見書は、政府・関
係機関に送付しました。

※�志摩市 PTA 連合会ほかからは、義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める請願、
教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める請願、防災対策の充実を求める
請願、子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願が提出
され、採択しました。

可決した意見書

●�道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書
●�義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める意見書
●�教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書
●防災対策の充実を求める意見書
●�子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書

　

全
国
的
な
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、
我
が
国
の
高
齢
化

率
は
27
％
を
超
え
、
世
界
で

も
類
を
見
な
い
超
高
齢
社

会
と
な
り
、
志
摩
市
に
お

け
る
高
齢
化
率
に
お
い
て

は
、
今
や
38
％
に
達
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

7
月
末
時
点
で
高
齢
者
の

一
人
暮
ら
し
は
５
０
４
４
世

帯
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
数

は
３
４
９
９
世
帯
、
合
計
す

る
と
８
５
４
３
世
帯
と
な
り
、

世
帯
数
全
体
の
37
・
3
％
を

占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
高
齢
者
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
々
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
生
活
弱
者
を
中
心

と
し
た
皆
さ

ん
の
た
め
に
、

今
以
上
の
安

全
で
安
心
で

き
る
ま
ち
づ

く
り
施
策
を

講
じ
て
い
く

こ
と
は
、
志

摩
市
に
と
っ

て
重
要
な
責

務
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
私

た
ち
教
育
厚

生
常
任
委
員

会
は
、
管
外

視
察
研
修
で
、

福
祉
施
策
と

し
て
全
国
的

に
も
評
価
の

高
い
、
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
「
命
の
バ

ト
ン
」
事
業
の
取
り
組
み
先

進
地
で
あ
る
、
滋
賀
県
甲
賀

市
信
楽
町
に
伺
い
、
そ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
内
容
、
市
民
生
活
へ
の
効

果
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
研

修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
私
た
ち
教
育

厚
生
常
任
委
員
会
は
今
回
の

研
修
の
総
括
と
し
て
、
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
「
命
の
バ

ト
ン
」
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
急
病
や
怪
我
、
ま
た

災
害
な
ど
の
緊
急
時
の
迅
速

な
対
応
と
適
切
な
処
置
に
役

立
ち
、
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
、
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
確
信

し
、
さ
ら
に
費
用
対
効
果
も

高
い
と
言
え
る
の
で
、
今
後

の
志
摩
市
の
重
要
な
福
祉
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
早
急
に

取
り
組
む
よ
う
強
く
提
言
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
９
月
13
日

　
　

志
摩
市
議
会

　
　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

提
言
書
全
文
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一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
聞
く
！

　一般質問とは、議員が議案とは関係なく
市政全般について、市長の考えや意見を求
め、事情をただしたり、議員や市民の意見
などを述べることをいい、定例会でのみ行
われます。
　議員一人の持ち時間は 60 分と定めてお
り、議会だよりでは、このやりとりを議員
が 1200 字以内にまとめて報告します。
　今定例会では、9 人の議員が一般質問を
行いました。

　市議会は、市の予算や身近な問題について
話し合う大切な場です。

市役所１階ロビーで議会中継を見ること
もできます（本会議のみ）

あなた も、

議会を傍聴して

みませんか

●いつでも、だれでも自由に傍聴できます。
●受付簿に氏名を記入していただくだけです。
●本庁６階までお越しください。
●�傍聴席は 34 席あり、車いす対応スペースもあり

ます。
●通常、本会議は午前９時から開会されます。
●�委員会の傍聴は、各委員長の許可により傍聴でき

ます。

【問い合わせ】議会事務局　☎ 0599-44-0250

ぜひ、傍聴にお越しください

　 平 成 29 年 2 月 1 日 か ら
一般質問録画映像のインター
ネット配信を開始しています。
市のホームページからもアク
セスできますので、ぜひご覧
ください。

で配信しています！
一般質問 を

 ユーチューブ 志摩市議会WEB 検 索
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問

問

問問問

問

問

学校給食の無料化を
　
　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

学
校
給
食
を
無
料
に
す
る
自

治
体
が
全
国
的
に
増
え
て
い

ま
す
。
志
摩
市
も
財
政
規
模

と
児
童
生
徒
の
数
か
ら
み
て

実
施
可
能
で
は
な
い
で
す
か
。

市
長　

今
後
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
基
本

的
に
は
国
で
一
律
に
実
施
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　

国
の
動
向
を
待
っ
て
い

た
ら
で
き
ま
せ
ん
。
先
進
的

に
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
で

す
。
保
護
者
か
ら
の
給
食

費
は
市
の
一
般
会
計
の
０
．

６
％
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
予

算
の
組
み
換
え
で
で
き
ま
す
。

給
食
が
単
に
昼
の
食
事
で
な

く
、
義
務
教
育
の
中
で
食
育

と
し
て
重
要
な
柱
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
の
な
ら
、
義

務
教
育
の
教
科
書
が
無
料
に

な
っ
て
い
る

よ
う
に
給
食

費
を
無
料
に

し
て
も
い
い

の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま

す
が
ど
う
で

す
か
。

教
育
長　

ご

も
っ
と
も
な

御
意
見
で

す
。
義
務
教

育
は
無
償
で

な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

食
育
は
教
育

課
程
の
一
環

で
あ
る
以

上
、
そ
の
理

念
に
沿
い
考

え
て
い
く
の
が
普
通
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
予
算
的
な
こ

と
は
市
長
部
局
と
相
談
が
当

然
必
要
で
す
が
、
坂
口
議
員

の
理
念
は
そ
の
と
お
り
だ
と

思
い
ま
す
。

副
市
長
の
辞
任
の

影
響
は

　
　

副
市
長
辞
任
の
経
過
の

説
明
を
求
め
ま
す
。

市
長　

８
月
17
日
に
辞
職
願

が
出
さ
れ
、
８
月
28
日
付
で

承
認
し
、
退
任
し
ま
し
た
。

　
　

市
長
自
身
の
問
題
と
し

て
、
市
政
を
進
め
て
い
く
上

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
参
謀
、

良
き
相
談
相
手
と
な
る
相
棒

が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題

と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

市
長　

議
員
の
指
摘
、
あ
る

い
は
、
こ
う
あ
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
も
全
体

的
に
真
摯
に
受
け
止
め
、
今

後
も
市
政
の
運
営
に
関
し
、

し
っ
か
り
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

副
市
長
は
創
生
総
合
戦

略
を
作
り
、
推
進
す
る
上
で

の
中
心
で
し
た
。
そ
れ
へ
の

影
響
が
な
い
と
は
言
え
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長　

地
方
創
生
の
推
進
以

前
の
問
題
と
し
て
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
地
方
創
生
に
つ

い
て
は
成
果
の
上
が
る
も
の

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
保
の
広
域
化
の

議
論
は
ど
こ
ま
で

進
ん
だ
か

　
　

県
と
市
は
国
民
健
康
保

険
広
域
化
に
向
け
て
議
論
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内

容
は
ほ
と
ん
ど
市
民
に
知
ら

さ
れ
な
い
ま
ま
決
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
問
題

で
す
。
国
保
税
負
担
は
増
え

な
い
の
か
、
そ
の
内
容
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

市
長　

納
付
金
仮
算
定
作
業

が
８
月
に
平
成
28
年
度
決
算

ベ
ー
ス
に
よ
り
行
わ
れ
、
9

月
中
に
結
果
が
県
か
ら
示
さ

れ
ま
す
。
市
は
こ
れ
を
踏
ま

え
平
成
30
年
度
予
算
の
編
成

作
業
に
入
り
ま
す
。
国
保
税

の
負
担
は
、
市
町
に
よ
っ
て

は
必
要
と
な
る
保
険
税
額
が

増
加
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　
　

志
摩
市
は
県
に
ど
う
い

う
意
見
を
言
う
の
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長　

ど
れ
だ
け

県
に
納
付
金
を
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
で
被
保
険
者

が
負
担
す
る
保
険
税
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
算
定

に
お
い
て
、
志
摩
市
は
県
下

28
位
の
医
療
水
準
な
の
で
、

医
療
水
準
を
全
部
反
映
さ
せ

て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。

全
体
の
財
政
措
置
の
拡
充
を

国
へ
の
要
望
と
し
て
市
長
会

に
あ
げ
て
い
ま
す
。
全
体
の

金
額
を
下
げ
、
志
摩
市
の
納

付
金
を
で
き
る
だ
け
有
利
に

と
い
う
の
が
市
の
方
針
で
す
。

志島小のふるさと給食の様子

坂口　　洋
議員
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問

前市長が掲げた
里海創生事業の継続はどうなる？

　
　

前
市
長
が
掲
げ
た
里
海

創
生
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
方
を
問
い
ま
す
。

市
長　

里
海
創
生
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
旧
阿
児
町
に

お
い
て
、
私
の
前
の
町
長
も

英
虞
湾
と
い
う
閉
鎖
性
の
強

い
海
域
で
真
珠
産
業
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必

要
か
と
い
う
考
え
方
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　

私
も
そ
の
こ
と
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

１
８
９
０
年
に
御
木
本
幸
吉

を
は
じ
め
、
そ
の
地
域
の

方
々
が
神
明
浦
、
多
徳
島
に

お
い
て
真
珠
養
殖
試
験
を
開

始
し
た
こ
と
に
真
珠
養
殖
が

始
ま
り
、
そ
の
後
多
く
の
真

珠
養
殖
業
者
の
皆
さ
ん
の
努

力
に
よ
り
、
英
虞
湾
の
豊
か

な
恵
み
を
生
か
し
た
こ
の
地

域
の
一
大
産
業
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
過
剰
な

生
産
や
生
活
排
水
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
赤
潮
や
ヘ
テ
ロ

カ
プ
サ
な
ど
が
発
生
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
真
珠

を
生
み
出
す
豊
か
な
海
の
環

境
は
失
わ
れ
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
市
合

併
以
前
の
平
成
12
年
、
阿
児

町
で
は
真
珠
養
殖
を
さ
れ
る

業
者
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
力

で
豊
か
な
海
を
取
り
戻
そ
う

と
干
潟
を
再
生
す
る
取
り
組

み
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
取
り
組
み
を
当
時
の
阿
児

町
に
お
い
て
支
援
し
、
県
と

連
携
し
て
Ｊ
Ｓ
Ｔ
科
学
技
術

振
興
機
構
の
支
援
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
英
虞
湾
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
大
規
模
な

研
究
事
業
の
採
択
を
受
け
て
、

産
官
学
民
が
連
携
し
た
英
虞

湾
の
再
生
に
向
け
た
大
き
な

流
れ
を
つ
く
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
く
ん
で
、
市
合

併
後
の
平
成
18
年
に
策
定
し

た
市
の
第
１
次
総
合
計
画
に

自
然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
位
置

づ
け
、
英
虞
湾
自
然
再
生
協

議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ

し
て
漁
業
者
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
地
域
の
多
く
の
関
係

者
が
連
携
を
し
て
、
英
虞
湾

の
自
然
再
生
や
豊
か
な
森
や

海
を
育
む
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
、
里
海
創
生

の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ

る
と
考
え
て
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
が
連
携
を
し
、
市
で

の
持
続
可
能
な
形
で
生
か
す

仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
、
鳥
羽
志
摩

の
海
女
漁
の
技
術
が
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

海
女
漁
業
と
真
珠
養
殖
業
が

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
海
女
漁
業
や
真
珠

養
殖
業
が
今
ま
さ
に
世
界
が

求
め
て
い
る
自
然
と
と
も
に

暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
の

持
続
可
能
な
技
術
や
産
業
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

製
品
や
農
水
産
物
が
優
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
情
報

発
信
し
て
い
く
だ
け
で
は
な

く
、
背
景
に
あ
る
環
境
へ
の

配
慮
や
安
全
性
あ
る
い
は
倫

理
観
で
あ
る
と
か
、
関
わ
る

人
の
物
語
も
含
め
て
新
た
な

価
値
を
想
像
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
里
海
創
生
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
食
も
含
め
た

地
方
の
創
生
、
あ
る
い
は
産

業
の
創
生
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
里
海
創
生
と
い
う
こ
と

を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後
も

さ
ら
に
こ
の
政
策
を
深
め
て

い
き
、
そ
の
結
果
、
こ
の
英

虞
湾
の
状
況
あ
る
い
は
的
矢

湾
の
状
況
が
持
続
可
能
な
も

の
に
な
っ
て
収
益
が
向
上
し
、

そ
し
て
地
域
が
振
興
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※�　

他
に
「
地
方
創
生
」「
教

育
研
究
所
の
設
立
」
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

山際　　優
議員

しまし議会だより　第52号 14



問問 問

問

問

問

志摩市の未来を問う
　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る

食
材
提
供
を
踏
ま
え
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

市
長　

近
々
に
国
か
ら
具
体

的
な
食
材
提
供
に
関
す
る
方

針
が
示
さ
れ
ま
す
。
市
と
し

て
も
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
は
重

要
な
好
機
と
と
ら
え
常
に
県
、

関
係
団
体
と
情
報
を
共
有
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に
対

し
て
食
材
を
提
供
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
農
業
、

水
産
業
を
含
め
た
地
域
産
業

を
、
循
環
型
の
産
業
と
し
て

構
築
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

問
い
ま
す
。

市
長　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
の

食
材
等
の
調
達
基
準
と
い
う

の
は
、
食
材
等
に
つ
い
て
の

考
え
方
の
大
き
な
契
機
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

性
、
次
世
代
の
担
い
手
を
こ

の
契
機
に
考
え
る
こ
と
が
大

事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

市
の
地
方
創
生
を
集
約

し
て
担
当
す
る
明
確
な
セ
ク

シ
ョ
ン
と
、
取
り
組
み
の
手

法
を
問
い
ま
す
。

市
長　

総
合
政
策
課
が
全
体

的
な
状
況
を
集
約
・
把
握
し

ま
す
。
進
捗
管
理
を
行
い
計

画
最
終
年
度
を
待
た
ず
達
成

で
き
る
施
策
に
は
、
目
標
を

高
く
し
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達
成
が
困
難
な

施
策
の
場
合
に
は
取
り
組
み

状
況
の
点
検
を
行
い
、
効
果

的
な
方
法
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
同
時
に
、
施
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

観
光
産
業
の
柱
で
あ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
関
し

て
、
単
年
度
目
標
を
明
確
に

し
事
業
検
証
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
平
成
29
年
度

目
標
の
具
体
的
な
数
字
と
設

定
理
由
を
問
い
ま
す
。

市
長　

平
成
31
年
度
の
外
国

人
観
光
客
数
を
10
万
人
以
上

に
す
る
事
を
目
標
に
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
実
績
は
６
万

８
０
０
０
人
で
す
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ

に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
か
ら
目
標
達
成
の
見
込
み

や
目
標
設
定
が
適
正
か
な
ど

担
当
課
で
検
討
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
変
更
を
行

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

観
光
政
策
に
つ
い
て
実
効
性

の
あ
る
施
策
を
講
じ
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
　

企
業
で
考
え
る
と
厳
し

い
目
で
事
業
検
証
を
し
、
事

業
所
を
守
る
た
め
に
創
意
工

夫
を
行
い
ま
す
。
市
の
宿
泊

施
設
に
は
限
り
が
あ
り
、
観

光
産
業
活
発
化
を
考
え
る
と

消
費
単
価
を
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
外
国
人
観
光
客

誘
客
推
進
事
業
に
関
し
て
、

入
込
数
だ
け
で
は
見
え
な
い

部
分
も
あ
る
と
考
え
ま
す
が

見
解
を
問
い
ま
す
。

市
長　

観
光
事
業
者
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
い
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
真
の
目
標

達
成
に
向
か
っ
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
。

志
摩
市
の
救
急
医

療
に
つ
い
て
問
う

　
　

市
内
に
お
け
る
救
急
医

療
の
現
状
に
つ
い
て
問
い
ま

す
。

健
康
福
祉
部
長　

志
摩
市
民

病
院
は
、
平
日
の
診
療
時
間

帯
、
土
日
祝
日
の
８
時
30
分

か
ら
17
時
ま
で
と
、
土
曜
日

の
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
終

了
後
か
ら
翌
日
の
８
時
30
分

ま
で
は
、
救
急
車
を
必
要
と

し
な
い
一
次
救
急
を
行
い
ま

す
。
浜
島
診
療
所
の
時
間
外

救
急
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

県
立
志
摩
病
院
は
、
二
次
医

療
機
関
と
し
て
内
科
系
は
24

時
間
３
６
５
日
、
外
科
系
は

８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
は

３
６
５
日
、
月
曜
日
、
木
曜

日
、
金
曜
日
は
22
時
30
分
ま

で
の
受
け
入
れ
、
金
曜
日
と

土
曜
日
は
隔
週
で
24
時
間
の

外
科
救
急
の
受
け
入
れ
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
や

救
急
医
療
の
体
制
に
つ
い
て
、

十
分
な
周
知
に
至
っ
て
い
な

い
現
状
が
課
題
と
考
え
ま
す
。

効
果
的
な
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
、
地
域
医
療
の
現
状
や

適
正
受
診
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

※�　

他
に
「
統
廃
合
さ
れ
る

学
校
の
活
用
方
法
」
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

海女小屋体験施設　さとうみ庵

橋 爪 政 吉
議員

しまし議会だより　第52号15



問

問問

問

問問

問問 問

問

加藤前副市長の職務に対する姿勢
とコンプライアンスを問う

　
　

前
副
市
長
が
進
め
て
い

た
ヘ
リ
遊
覧
事
業
に
つ
い
て

市
長
は
い
つ
知
り
ま
し
た
か
。

市
長　

７
月
５
日
だ
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
ま
で
市
長
は
全
く

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

市
長　

神
明
の
住
民
か
ら
電

話
で
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
　

前
副
市
長
と
業
者
と
大

口
前
市
長
が
、
前
市
長
の
お

店
で
ヘ
リ
遊
覧
事
業
の
計
画

を
練
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
市
長
に
相
談
報
告

は
あ
り
ま
し
た
か
。

市
長
　
最
終
的
に
は
議
員
ご

指
摘
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、

私
の
前
で
話
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
　

前
副
市
長
は
、
前
市
長

の
店
に
行
っ
て
な
い
こ
と
に

し
て
ほ
し
い
と
業
者
に
口
裏

合
わ
せ
を
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
。
前
副
市
長
が
在
任
中

自
分
の
個
人
名
刺
を
業
者
に

渡
し
、
退
職
し
た
後
に
事
業

を
起
こ
す
計
画
を
画
策
し
て

い
た
こ
と
を
市
長
は
知
っ
て

い
ま
し
た
か
。

市
長
　
ヘ
リ
遊
覧
事
業
を
検

証
す
る
最
終
段
階
で
名
刺
を

提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　

名
刺
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

市
長
　
個
人
的
な
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
や
近
い
将
来
、

職
を
辞
し
て
事
業
を
始

め
た
い
と
い
う
よ
う
な

内
容
で
し
た
。

　
　

現
職
の
副
市
長
が

こ
の
よ
う
な
名
刺
を
業

者
に
配
っ
て
い
ま
し
た
。

市
長
は
ど
う
思
い
ま
す

か
。

市
長　

適
切
で
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
環
境

省
も
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
中
で
共

通
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　

私
は
背
信
行
為
を
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
な

ぜ
こ
ん
な
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
が
な
く
な
っ
た
の
か
。

前
大
口
市
政
８
年
間
の
中
で

例
え
る
と
、
わ
ん
さ
か
わ
ん

さ
の
建
築
基
準
法
違
反
、
浄

化
槽
法
違
反
、
消
防
法
違
反
。

旧
浜
島
診
療
所
に
お
い
て
は

最
初
は
私
文
書
と
言
い
、
次

の
日
は
公
文
書
と
言
っ
た
り

す
る
、
虚
偽
公
文
書
作
成
違

反
等
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
状
況
を
把
握
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
ん
な

こ
と
を
す
る
と
は
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
欠
如
の
素
質
が

あ
っ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

ま
た
事
業
者
に
送
っ
た
メ
ー

ル
の
中
に
は
庁
内
の
内
部
文

書
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
市

長
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

市
長
　
ト
ッ
プ
で
あ
る
市
長

の
と
こ
ろ
に
情
報
が
入
ら
ず

外
部
の
事
業
者
の
と
こ
ろ
に

流
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
般

的
に
内
部
情
報
の
管
理
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
齟そ

ご齬
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

内
部
情
報
の
流
出
は
公

務
員
法
に
も
違
反
し
て
い
ま

す
。
新
聞
に
は
信
頼
関
係
構

築
が
難
し
く
辞
職
を
す
る
と

説
明
し
て
い
ま
す
が
、
個
人

事
業
を
画
策
し
、
発
覚
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
省
や

謝
罪
も
な
く
辞
職
理
由
を
述

べ
る
こ
と
は
自
己
弁
護
と
し

か
思
え
ま
せ
ん
。
市
長
は
ど

う
思
い
ま
す
か
。

市
長
　
職
責
上
望
ま
し
く
な

い
と
い
う
こ
と
は
誰
の
目
か

ら
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

　
　

今
日
か
ら
が
本
当
の
意

味
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

厳
守
す
る
竹
内
市
政
の
始
ま

り
だ
と
思
い
ま
す
。
前
大
口

市
政
に
お
け
る
負
の
遺
産
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
れ

な
い
複
数
の
職
員
等
が
い
ま

す
が
、
立
ち
直
っ
て
く
れ
る

も
の
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

市
長
の
こ
れ
か
ら
の
決
意
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

市
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
粉
骨
砕
身
頑
張
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

公
用
車
の
運
行
管
理
は

　
　

公
用
車
管
理
規
程
に
関

し
て
も
公
用
車
の
不
適
切
使

用
の
問
題
が
新
聞
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
問
題
だ
と
思

い
ま
す
が
ど
う
思
い
ま
す
か
。

市
長　

今
後
は
行
政
に
お
い

て
適
切
に
対
処
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※�　

他
に
「
山
梨
県
と
志

摩
市
の
交
流
」
「
臨
時
職

員
」
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

上 村 秀 行
議員
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問

問

問

問問

市長の責任と実行力を
問う

鵜
方
校
区
に
お
け
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
い
つ
実
現
す
る
の

か
　
　

昨
今
の
子
育
て
世
代
の

生
活
形
態
か
ら
鑑
み
て
、
次

年
度
へ
の
鵜
方
児
童
館
へ
の

入
館
希
望
者
が
ま
す
ま
す
増

え
て
く
る
だ
ろ
う
と
懸
念
さ

れ
ま
す
。
安
全
対
策
の
視
点

か
ら
厚
生
員
の
増
員
、
園
庭

の
拡
張
な
ど
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

市
長　

厚
生
員
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
は
臨
時
職
員
の

厚
生
員
を
１
名
増
や
し
、
館

長
１
名
と
厚
生
員
８
名
の
９

名
の
体
制
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
園
庭
の
拡
張
に
つ
い
て

は
花
壇
を
小
さ
く
し
た
り
、

腐
食
の
進
ん
で
い
た
ブ
ラ
ン

コ
を
撤
去
し
ま
し
た
。
ま
た
、

う
ん
て
い
を
南
側
の
塀
よ
り

に
移
設
を
し
、
よ
り
広
く
安

全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
園
庭

内
側
の
塀
の
一
部
を
取
り
壊

し
門
を
つ
く
り
、
災
害
等
の

緊
急
時
に
素
早
く
非
難
で
き

る
よ
う
に
整
備
を
し
ま
し
た
。

　
　

平
成
28
年
、
29
年
度
の

鵜
方
児
童
館
へ
の
入
館
希
望

者
が
定
員
を
大
き
く
オ
ー

バ
ー
し
、
定
員
数
を
急
き
ょ

70
名
か
ら
１
０
０
名
に
改
正

を
行
い
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の

対
応
で
済
ま
せ
ま
し
た
。
今

後
は
小
学
校
の
空
き
教
室
を

活
用
し
て
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
開
設
し

て
い
く
と
い
う

方
向
で
検
討
す

る
と
の
答
弁
で

し
た
が
、
そ
の

後
、
開
設
へ
の

協
議
や
検
討
は

さ
れ
ま
し
た
か
。

市
長　

鵜
方
小

学
校
の
空
き
教

室
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
に
確
認
し
ま
し
た

が
、
諸
事
情
に
よ
り
鵜
方
小

学
校
で
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

設
は
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
状

況
で
す
。
し
か
し
、
現
状
を

緩
和
す
る
た
め
民
間
施
設
と

の
ク
ラ
ブ
運
営
の
協
議
や
、

幼
稚
園
児
は
幼
稚
園
で
の
預

か
り
の
検
討
な
ど
、
鵜
方
地

区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

必
要
性
を
踏
ま
え
、
新
た
な

場
所
の
確
保
や
施
設
の
規
模

も
含
め
、
抜
本
的
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
「
命
の
バ

ト
ン
」
取
り
組
み

へ
の
進
捗
状
況
は

　
　

取
り
組
み
へ
の
協
議
内

容
と
配
付
の
対
象
世
帯
数
、

そ
れ
に
係
る
予
算
の
積
算
、

実
現
は
い
つ
頃
を
目
標
に
置

い
て
い
ま
す
か
。

市
長　

キ
ッ
ト
の
発
注
数
に

よ
り
単
価
は
異
な
り
ま
す
が

単
価
を
３
０
０
円
と
仮
定
す

る
と
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
約
５
０
０
０

世
帯
に
配
付
し
た

場
合
、
作
成
費
用

は
約
１
５
０
万
円

に
な
り
ま
す
。
進

め
て
い
く
に
あ
た

り
自
治
会
あ
る
い

は
関
係
団
体
と
の

連
携
、
配
付
対
象

条
件
、
配
付
方
法

等
の
調
整
・
協
議
や
、
民

生
・
児
童
委
員
の
方
々
と
も

よ
く
協
議
を
し
、
来
年
度
に

向
か
っ
て
し
っ
か
り
準
備
を

進
め
な
が
ら
実
現
に
向
け
て

い
き
ま
す
。

　
　

一
人
暮
ら
し
世
帯
だ
け

で
な
く
、
高
齢
者
世
帯
も
含

め
た
約
９
０
０
０
世
帯
数
を

対
象
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

市
長　

そ
の
提
案
も
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。副

市
長
の
辞
職
届

を
受
け
て
の
市
長

の
見
解
は

　
　

突
然
の
副
市
長
の
辞
職

届
の
提
出
報
道
を
知
り
、
議

員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
市
民

に
と
っ
て
も
大
き
な
波
紋
と

心
配
を
呼
ん
で
お
り
ま
す
が
、

こ
の
現
状
に
つ
い
て
の
市
長

の
見
解
を
問
い
ま
す
。

市
長　

今
議
会
に
お
い
て
、

こ
の
間
の
前
副
市
長
の
言
動

に
つ
い
て
の
問
題
が
取
り
沙

汰
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら

か
に
な
っ
た
時
点
で
、
前
副

市
長
あ
る
い
は
環
境
省
も
含

め
協
議
す
る
中
で
、
本
人
の

判
断
を
尊
重
し
配
慮
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

や
り
と
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
、
職
を
辞
す
る
結
果
に

な
っ
た
こ
と
は
私
も
大
変
残

念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

新たに鵜方児童館に設置された
非常災害用避難出口

大 西 美 幸
議員
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問

問 問

問

問
　
　

先
の
３
月
定
例
会
で
、

大
規
模
な
地
震
・
津
波
災
害

が
発
生
し
た
際
の
志
摩
町
の

状
況
、
災
害
対
応
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

協
議
内
容
や
方
針
に
進
展
は

あ
り
ま
し
た
か
。

市
長　

今
年
度
か
ら
志
摩
市

防
災
対
策
等
推
進
委
員
会
に

お
い
て
、
市
全
域
の
現
状
や

地
域
課
題
を
洗
い
出
し
、
協

議
・
検
討
を
加
え
、
早
急
に

基
本
方
針
を
取
り
ま
と
め
る

よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
委
員
会
を
２
回
開
催

し
、
指
定
避
難
場
所
の
課
題

と
対
策
に
つ
い
て
協
議
・
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
部
長　

委
員
会
で
は
、

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
会
議
で
決
定
さ
れ
た
方

針
と
の
整
合
性
を
ど
う
図
っ

て
い
く
か
、
ま
た
指
定
避
難

場
所
の
指
定
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
整
理
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
一
定
の
方

向
性
を
見
出
す
た
め
、
検
討

し
て
い
ま
す
。
並
行
し
て
越

賀
地
区
な
ど
具
体
的
に
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会

と
は
、
継
続
し
て
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
平
成
30
年
度

予
算
策
定
に
入
っ
て
い
く
時

期
で
あ
り
、
こ
れ
は
ど
こ
と

協
議
す
る
で
は
な
く
政
治
判

断
で
す
。
こ
の
危
機
感
を
ど

の
よ
う
に
形
に
し
て
い
く
の

か
を
聞
き
ま
す
。

市
長　

津
波
か
ら
逃
れ
ら
れ

る
場
所
へ
早
期
の
移
転
が
望

ま
し
い
こ
と
は
強
く
認
識
し

て
お
り
、
よ
く
協
議
を
し
な

が
ら
で
き
得
る
限
り
速
や
か

に
実
現
す
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
視
察
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
視
察
先
な

ど
具
体
的
内
容
と
効
果
を
聞

き
ま
す
。

市
長　

被
災
地
を
実
際
に
訪

れ
、
体
感
し
て
得
ら
れ
る
貴

重
な
体
験
を
通
し
て
、
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
自
助
共

助
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
最
大
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
岩
手
県

大
船
渡
市
で
は
高
い
と
こ
ろ

へ
避
難
す
る
感
覚
や
高
台
移

転
の
重
要
性
、
大
槌
町
で
は

災
害
発
生
直
後
、
初
期
段
階

の
自
助
、
共
助
の
重
要
性
と

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の

取
り
組
み
を
視
察
い
た
だ
く

こ
と
で
、
今
後
の
活
動
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

カ
ギ
を
握
る

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

　
　

国
土
交
通
省
の
藤
井
国

土
政
策
局
長
に
よ
る
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
「
こ
れ
か
ら
の
価
値
創

造
」
の
部
分
で
は
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
市
職
員
で
は

何
人
が
該
当
し
、
積
極
的
に

数
十
年
先
を
見
越
し
た
良
さ

が
発
揮
で
き
る
事
業
展
開
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
、

20
～
30
代
前
半
の
世
代
で
、

２
０
２
５
年
に
は
世
界
の
労

働
者
の
８
割
に
達
す
る
基
幹

を
な
す
世
代
で
す
。
志
摩
市

で
は
１
８
３
人
で
約
28
％
程

度
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
若

者
世
代
に
特
化
し
た
事
業
も

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
将
来
に
わ
た
っ

て
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
な

ら
で
は
の
価
値
観
や
見
え
る

も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、

今
後
の
活
躍
が
市
の
行
政
に

も
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ

う
な
志
摩
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
語
っ

て
、
創
っ
て
い
こ

う
。

　
　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
目
指

す
、
徒
歩
や
自
転
車
で
20
分

以
内
で
普
段
の
生
活
に
必
要

な
も
の
が
何
で
も
揃
う
20
分

圏
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
鵜
方

地
区
に
ぴ
っ
た
り
の
ま
ち
づ

く
り
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

市
長
　
歩
く
、
自
転
車
、
車

も
含
め
て
、
今
後
の
交
通
体

系
を
考
え
な
が
ら
交
通
対
策

を
考
え
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
大
事
で
あ
り
、
交
通
弱
者

や
買
い
物
弱
者
対
策
も
含
め

て
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
に
は
何
が
今
必
要
な
の

か
を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

政治判断で、早急に志摩町の
津波避難所整備の方針を

復興の途上にある大船渡市

自然に囲まれたコンパクトな街ポートランド

中 村 和 晃
議員
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問問問

問

問問

問問

資
源
ご
み
の
簡
素
化

　
　

資
源
ご
み
分
別
の
簡
素

化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
ま
し
た
か
。

市
長
　
現
在
、
び
ん
は
無
色
、

茶
色
、
そ
の
他
の
色
と
3
種

類
に
分
別
し
て
い
ま
す
が
、

無
色
と
色
つ
き
の
2
種
類
の

検
討
を
行
い
、
早
い
時
期
に

実
施
を
周
知
す
る
こ
と
か
ら

取
り
掛
か
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
　

雑
紙
、
飲
料
用
紙
パ
ッ

ク
、
ト
レ
ー
や
カ
ッ
プ
メ
ン

の
容
器
等
を
再
利
用
す
る
た

め
に
新
た
な
環
境
負
荷
が
生

じ
、
新
た
な
資
源
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
生
ご
み
処
理
も

含
め
て
ご
み
の
再
利
用
に
つ

い
て
、
市
長
の
見
解
を
問
い

ま
す
。

市
長
　
近
年
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
等
を
焼
却
の
助
燃
材
と
し

て
使
う
自
治
体
も
出
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
総
合
的
に
議

論
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
生
ご
み
等

の
処
理
に
つ
い
て
は
鳥
羽
志

勢
広
域
連
合
の
職
員
に
調
査

す
る
こ
と
を
含
め
て
、
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

資
源
ご
み
の
収
集
日
を

週
一
回
に
増
や
せ
ま
せ
ん
か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
、
28

名
の
清
掃
作
業
員
が
収
集
で

き
な
い
日
を
業
者
に
委
託
し

て
い
ま
す
が
、
回
数
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
経
費
が
増
加

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

	

獣
害
対
策

　
　

獣
害
対
策
に
不
可
欠
な

電
柵
の
申
し
込
み
に
対
し
補

正
予
算
で
対
応
で
き
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
猪
鹿
庁
を
設
置

し
、
農
業
の
6
次
産
業
を
推

進
す
る
公
約
に
つ
い
て
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

か
れ
ま
す
か
。

産
業
振
興
部
長　

今
年
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の

部
分
で
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

即
応
で
き
る
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

市
長　

猪
鹿
庁
の
立
ち
上
げ

は
、
現
在
、
担
当
を
置
い
て
、

そ
の
方
向
に
進
む
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
大
正
時
代
に
全
国
の

品
評
会
で
一
番
を
と
っ
た
鵜

方
紅
茶
の
復
活
の
動
き
も
あ

り
、
Ｊ
Ａ
鳥
羽
志
摩
の
代
表

理
事
さ
ん
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
、
市
も
積
極
的
に
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

ア
ワ
ビ
の
中
間
育
成

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
生

じ
た
余
熱
利
用
に
よ
る
ア
ワ

ビ
の
中
間
育
成
事
業
の
計
画

が
あ
れ
ば
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。

市
長　

ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
冷
却
の
方
で
す

の
で
余
熱
を
熱
交
換
す
る
方

法
は
あ
り
ま
す
が
、
現
状
に

お
い
て
は
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
を

含
め
た
放
流
も
含
め
、
中
間

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

ア
ワ
ビ
は
餌
と
な
る
ア

ラ
メ
が
な
け
れ
ば
成
長
し
ま

せ
ん
。
藻
場
を
増
や
す
た
め

に
調
査
し
た
ア
ラ
メ
ス
ポ
ア

バ
ッ
グ
の
結
果
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

産
業
振
興
部
長　

基
本
的
に

は
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

漁
民
と
一
緒
に
藻
場
の
再
生

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
戦
略

　
　

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

知
名
度
を
生
か
し
た
観
光
戦

略
と
市
内
観
光
地
の
身
障
者

用
ト
イ
レ
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
問
い
ま
す
。

市
長　

サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
の

入
館
者
数
は
、
オ
ー
プ
ン
か

ら
95
日
間
で
7
万
９
６
９
５

人
で
し
た
。
こ
の
施
設
を
中

心
に
志
摩
一
円
に
観
光
客
が

増
え
る
よ
う
に
、
観
光
協
会

や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ト
イ
レ
等
の
改
修
は
、

今
年
度
は
安
乗
崎
の
休
憩
舎

の
設
計
を
行
い
、
今
後
は
大

王
崎
と
金
比
羅
山
の
改
修
を

行
う
予
定
で
す
。

　
　

市
の
人
口
減
少
の
課
題

と
し
て
移
住
者
対
策
は
予
算

化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
居
住

者
の
転
出
を
防
ぐ
対
策
と
し

て
市
民
の
足
と
な
る
公
共
交

通
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

市
長　

交
通
弱
者
・
買
い
物

弱
者
の
対
策
は
急
を
要
し
ま

す
の
で
、
ま
ず
、
ス
ー
パ
ー

が
撤
退
し
た
浜
島
地
区
で
実

証
実
験
を
進
め
、
そ
の
成
果

を
踏
ま
え
て
他
地
区
に
導
入

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

市長公約を問う
野 名 澄 代

議員
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問

問問

問

問問問

問問 問問

問問

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
設
置
と
自
然
環

境
等
の
保
全
と
調
和
に
関
す

る
条
例
制
定
後
の
市
の
申
請

状
況
を
問
い
ま
す
。

市
長　

新
規
で
届
け
出
を
受

け
付
け
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
電
話
等
に
よ
る
問
い

合
わ
せ
は
11
件
あ
り
、
う
ち

３
件
は
事
業
を
進
め
る
旨
の

回
答
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

条
例
等
に
基
づ
き
調
整
を
行

い
な
が
ら
、
手
続
き
が
進
む

予
定
で
す
。

　
　

英
虞
湾
付
近
で
除
草
剤

を
ま
い
て
い
る
事
業
所
が
あ

る
が
行
政
の
指
導
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

市
民
生
活
部
長　

事
業
者
を

把
握
し
、
事
業
計
画
な
ど
の

提
出
や
、
除
草
剤
を
使
用
し

な
い
こ
と
に
つ
い
て
配
慮
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て
問
う

　
　

多
く
の
在
庫
を
抱
え
て

し
ま
っ
た
40
㍑
の
不
燃
ご
み

袋
の
現
状
を
問
い
ま
す
。

市
長　

平
成
28
年
度
の
販
売

実
績
で
割
る
と
約
５
年
で
在

庫
が
な
く
な
る
予
定
で
す
。

　
　

市
長
公
約
、
粗
大
ご
み

の
軒
先
回
収
の
進
捗
状
況
を

問
い
ま
す
。

市
長　

現
在
、
県
下
29
市
町

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
も
参
考

に
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
実

施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し

た
取
り
組
み
の
成
果
と
結
果

を
踏
ま
え
た
対
策
を
問
い
ま

す
。

市
長　

志
摩
町
の
あ
る
集
積

所
で
粗
大
ご
み
の
排
出
と
時

間
外
の
排
出
、
袋
に
入
れ
ず

に
指
定
の
日
以
外
の
排
出
を

確
認
し
た
た
め
、
本
人
に
廃

棄
指
導
を
し
て
改
善
を
図
り

ま
し
た
。
う
ち
１
件
は
、
別

の
法
律
に
違
反
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
鳥
羽

警
察
署
に
相
談
し
、
処
理
を

し
ま
し
た
。

　
　

市
長
公
約
、
分
別
の
簡

素
化
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

市
長　

び
ん
の
分
別
を
３
種

か
ら
２
種
に
し
ま
す
。

　
　

び
ん
の
分
別
の
簡
素
化

だ
け
を
図
っ
て
、
市
長
公
約

を
や
り
ま
し
た
と
胸
を
張
っ

て
言
え
ま
す
か
。

市
長　

こ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
内
の
学
校
の
自
転
車

通
学
に
つ
い
て
問
う

　
　

各
学
校
の
自
転
車
通
学

の
生
徒
数
を
問
い
ま
す
。

教
育
部
長　

自
転
車
通
学
を

実
施
し
て
い
る
小
学
校
が
２

校
、
中
学
校
は
５
校
で
、
合

計
５
８
３
人
で
す
。

　
　

通
学
距
離
が
一
番
長
い

生
徒
は
約
何
㎞
で
す
か
。

教
育
部
長　

文
岡
中
学
校
の

約
11
㎞
で
、
学
区
外
通
学
の

生
徒
で
す
。

　
　

市
内
で
今
ま
で
に
発
生

し
た
自
転
車
通
学
の
事
故
件

数
と
そ
の
対
策
を
問
い
ま
す
。

教
育
部
長　

過
去
５
年
間
で

小
学
校
が
２
件
、
中
学
校
が

20
件
で
、
合
計
22
件
で
す
。

事
故
の
内
容
は
、
交
差
点
で

の
車
と
の
接
触
が
14
件
で
最

も
多
い
状
況
で
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
各
学
校

で
交
通
安
全
教
室
の
実
施
や
、

関
係
機
関
に
よ
る
市
内
通
学

路
の
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係

る
合
同
点
検
を
実
施
し
て
、

継
続
的
に
通
学
路
の
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
　

自
転
車
の
バ
ッ
ク
ミ

ラ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
一

度
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
、
生
徒
の
皆
さ

ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長　

皆
さ
ん
の
声
な
ど

を
調
査
し
、
最
も
安
全
な
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

市
民
病
院
の
現
状
に

つ
い
て
問
う

　
　

病
院
事
業
の
新
改
革
プ

ラ
ン
と
比
較
、
現
在
の
病
院

運
営
状
況
を
問
い
ま
す
。

病
院
事
業
部
長　

１
日
当
た

り
の
平
均
患
者
数
は
、
ほ
ぼ

目
標
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
業
収
益
、
経
費
節

減
、
歳
出
に
つ
い
て
、
改
革

プ
ラ
ン
の
数
値
は
ク
リ
ア
で

き
る
状
況
で
す
。
厳
し
い
計

画
は
、
４
人
の
医
師
の
確
保

で
す
。

　
　

市
民
病
院
の
理
念
、「
絶

対
に
断
ら
な
い
」
は
実
行
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

病
院
事
業
部
長　

基
本
理
念

を
決
め
た
こ
と
で
職
員
の
意

識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
基
本

理
念
ど
お
り
に
、
今
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

※�　

他
に
「
観
光
ス
ポ
ー
ツ

振
興
策
」
に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
。

大規模太陽光発電事業に
ついて問う 小 河 光 昭
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問

問

問

問

　
　

県
下
14
市
の
公
用
車
使

用
制
限
の
有
無
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
使
用
制
限
や
使
用

基
準
が
あ
る
の
は
７
市
、
な

い
の
も
７
市
で
す
。
志
摩
市

公
用
車
管
理
規
程
で
は
、
公

用
車
の
管
理
責
任
者
や
事
故

時
の
対
応
な
ど
は
定
め
て
い

ま
す
が
、
使
用
で
き
る
条
件

や
同
乗
者
の
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
ら
か
の
使
用
制
限

や
使
用
基
準
を
設
け
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
長　

合
併
当
初
か
ら
現
在

の
公
用
車
管
理
規
程
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
特
に
支
障
な

く
運
用
し
て
い
ま
す
。
使
用

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
お

い
て
、
適
切
に
判
断
し
運
用

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
他
市

町
の
規
程
を

参
考
に
考
え

て
い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

　
　

私
は
こ

の
こ
と
で
、

市
民
の
代
表

者
と
し
て
の

品
位
と
名
誉

を
害
し
た
と

し
て
、
政
治

倫
理
審
査
会

に
か
け
ら
れ

る
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

政
治
倫
理
審

査
会
に
お
い
て
、
結
果
的
に

は
違
反
し
て
い
る
と
ま
で
は

言
え
な
い
と
判
断
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
疑
惑
を
持
た
れ
た
こ

と
は
私
の
不
徳
の
い
た
す

と
こ
ろ
で
あ
り
、
反
省
す

べ
き
と
こ
ろ
は
反
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
津
市
や
伊
賀

市
は
、
公
務
以
外
は
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

決
め
て
い
ま
す
が
志
摩
市

で
は
ど
う
で
す
か
。

総
務
部
長　

し
っ
か
り
と
検

討
は
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

野
良
猫
へ
の
対
策

は
ど
う
す
る

　
　

昨
今
、
野
良
猫
に
よ
る

地
域
へ
の
被
害
は
大
き
く
、

誰
が
無
責
任
に
え
さ
を
与
え

て
い
る
の
か
な
ど
、
ひ
ど
く

な
れ
ば
、
ご
近
所
関
係
の
悪

化
に
つ
な
が
る
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
市
に
お
い

て
も
、
こ
う
し
た
問
題
が
起

き
て
い
な
い
の
か
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

市
長　

環
境
課
に
寄
せ
ら
れ

た
猫
に
係
る
苦
情
や
相
談
に

つ
い
て
は
、
記
録
の
残
っ
て

い
る
も
の
で
平
成
28
年
度
は

11
件
、
今
年
度
は
８
月
末
現

在
で
３
件
あ
り
ま
す
。
苦
情

の
中
で
一
番
多
い
の
が
ふ
ん

尿
の
被
害
と
悪
臭
で
す
。
衛

生
面
で
心
配
だ
と
い
う
相
談

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
対
応
で
す
が
、
本

年
５
月
津
市
に
三
重
県
動
物

愛
護
推
進
セ
ン
タ
ー
「
あ
す

ま
い
る
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

犬
・
猫
の
譲
渡
や
不
妊
手
術

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
市
内
に
お
い
て
も
特
定

非
営
利
活
動
法
人
が
設
立
さ

れ
て
い
て
、
連
携
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
不
妊
手
術
に
つ
い

て
市
の
助
成
も
あ
る
の
で
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

各
自
治
体
で
は
、
猫
に

よ
る
問
題
を
地
域
で
解
決
す

る
た
め
、
地
域
猫
活
動
と
呼

ば
れ
る
方
法
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
共
存
を
目
指
し
、

野
良
猫
を
捕
獲
し
、
去
勢
、

避
妊
手
術
を
施
し
再
び
地
域

に
返
し
、
え
さ
、
ト
イ
レ
の

管
理
を
地
域
で
行
い
、
一
代

限
り
の
生
を
全
う
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
ど
こ
か
で

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
推
進
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

市
長　

実
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
と
し
て
、
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と
し
っ

か
り
協
議
を
す
る
と
い
う
こ

と
を
始
め
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

公用車使用管理規程に
ついて問う 谷口　　覚
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こんにちは志摩びとさん

志
摩
市
で
ぴ
か
っ
と
ひ
か
る
人
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
志
摩
市
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

　�

　
広
い
海
に
か
こ
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
住
ん
で
い

る
人
た
ち
も
気
さ
く
で
、
人
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
の
び
の
び
し
て
い
て
、
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。「
移
住
し
て
よ
か
っ
た
」。
そ
ん

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

●
最
近
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　�

　
自
然
の
中
に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
乱
立
し
て
木
々
の
緑
が

は
げ
て
見
え
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
志
摩
市
の
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
危
機
感
を

抱
い
て
い
ま
す
。
国
立
公
園
内
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
中
止
す

る
対
策
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

●�

志
摩
市
で
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
（
景
色
等
）
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　�

　
登
茂
山
公
園
か
ら
見
る
夕
日
は
、
生
ま
れ
て
今
日
ま
で
見

た
夕
日
の
中
で
一
番
す
ば
ら
し
い
と
感
動
し
ま
し
た
。
磯
部

町
の
伊
雑
宮
の
歴
史
と
、
大
木
が
醸
し
出
す
厳
か
な
雰
囲
気

に
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

●
今
後
の
志
摩
市
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

　�

　
企
業
や
漁
業
、
農
業
を
さ
れ
て
い
る
地
域
の
人
々
が
潤
う

志
摩
市
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
会
へ
出
て
い
か
れ
た
方
々
が
帰
っ
て

生
活
で
き
る
職
場
が
必
要
で
す
。

　　　　　　山
やまなか

中　美
みつる

鶴　さん

編
　
集
　
後
　
記

　

４
年
間
の
議
員
の
任
期
最
後

の
定
例
議
会
が
終
了
し
ま
し

た
。
こ
の
４
年
間
、
全
議
員
が

志
摩
市
の
公
共
の
福
祉
向
上
の

た
め
全
力
で
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
こ
と
も

多
く
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
た
と
す
れ
ば
、
み

な
さ
ん
が
議
会
に
た
く
さ
ん
の

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
か
ら

で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
も
の
で
す
。

　

合
併
し
て
13
年
経
っ
た
と
は

い
え
、
合
併
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
は
道
半
ば
で
す
。
さ
ら
に
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
志
摩
市
づ
く
り

に
励
む
こ
と
を
誓
い
、
次
期
議

会
広
報
特
別
委
員
会
へ
引
き
継

ぎ
ま
す
。

　

坂
口　
　

洋

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会
■

　

委　
員　
長　
　

大
西　

美
幸

　

副
委
員
長　
　

坂
口　
　

洋

　

委　
　

員　
　

橋
爪　

政
吉

　

委　
　

員　
　

渡
辺
友
里
夏

　

委　
　

員　
　

野
名　

澄
代

　

委　
　

員　
　

山
下　
　

弘

　

委　
　

員　
　

畑　

美
津
子

平成29年第４回定例会日程（予定）

※市役所６階議場・委員会室にて午前９時～
※都合により変更になる場合があります。詳し
くは議会事務局へお問い合わせください。市の
ホームページにも掲載しています。

「しまし議会だより」はボランティ
ア団体のご協力で、視覚障がいのあ
る人に音訳（朗読）テープによる広
報をお届けしています。

海に魅せられて移住

議会トピックス

プロフィール
　海が好きで、１年前に名古屋
市から移住しました。現在、鵜
方で美容整体サロンを経営。健
康と美容のためのウォーキン
グの指導もしています。

12 月 1 日 本会議

12 月 7･8･12 日 本会議（一般質問）

13 日 総務政策常任委員会

14 日 教育厚生常任委員会

15 日 産業建設常任委員会

18 日 予算決算常任委員会

22 日 本会議

大王町波切

新議員が決定しました。よろしくお願いします。
（所用により欠席した議員も一部おります。）

この広報紙は、古紙配合率 40％、白色度 83％の再生紙と、
環境にやさしい植物油インキを使用しています。
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